
第 23 回 ものつくり大学教育研究推進連絡協議会実施報告 

 

1. 日時、実施会場 

 2024 年 2 月 19 日（月） 総会 15：00～16：50 懇親会 17：00～18：30 

アルカディア市ヶ谷  

 

2. 会員 （企業・団体 234 社） 

会 長 白根 武史 （トヨタ自動車東日本株式会社 シニアエグゼクティブアドバイザー） 

副会長 藤原 清明（一般社団法人日本経済団体連合会 専務理事） 

                                               

3. 参加企業数 

 37 社（団体） 

 

4. 議事 

（1）大学の現状及び取組みについて 

（2）大学と産業界との連携について 

  ・パートナーシップ型産学連携の推進 

  ・社会人教育プログラム 

（3）教養教育センターの活動について 

（4）新学生工房の開設について 

（5）学びの成果発表 

①長期インターンシップ 情報メカトロニクス学科 2 年 内田 颯 

②2024 年技能五輪国際大会出場に向けて  

・造園職種 建設学科 3 年 田子 雅也 

・建設コンクリート施行職種 建設学科 2 年 笹野 隼平 坂本 匠 佐藤 翼 

（6）意見交換 

 

5. 意見交換（質問、要望等） 

◎学科制から課程制移行の話を伺い、会社側としても専門的な人材も重要ではあるが、これからは幅

広くいろんなことに対応できる人材が必要となってくると思っている。リベラルアーツについて、大学として

今後どのように考えているのかお聞きしたい。 

 

◎4 年次のインターンシップをどれぐらいの学生が経験するのか、また、2 年と 4 年次のインターンシップの

違いについて教えていただきたい。 

 

◎大学と産学界との連携で、具体的にどのような成果があったのか教えていただきたい。 

 

◎毎年、ものつくり大学の学生にインターンシップで来てもらっているが、インターンシップを経験したことに

よる学生の会社に対する印象や成果を直接聞く機会がないため、大学としてそういった部分を把握し

ているのか教えていただきたい。 


